
　
山
頂
か
ら
津
屋
崎
の
町
並
み
や

玄
界
灘
を
一
望
で
き
る
大
峰
山
と

薬
師
岳
。
二
つ
の
山
を
通
り
戻
っ

て
く
る
コ
ー
ス
は
、
緩
や
か
な
傾

斜
が
比
較
的
多
く
、
歩
き
や
す
い

登
山
道
で
す
。
今
回
は
、
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
堀
出
太
一

さ
ん
と
中
野
愼
一
さ
ん
に
、
お
す

す
め
の
ポ
イ
ン
ト
の
案
内
を
受
け

な
が
ら
、
一
緒
に
山
頂
を
目
指
し

ま
し
た
。

　
津
屋
崎
橋
バ
ス
停
か
ら
、
津
屋

崎
漁
港
を
左
手
に
自
然
歩
道
入
口

を
目
指
し
て
ス
タ
ー
ト
。
入
口

（
４
ペ
ー
ジ
写
真
①
）
か
ら
い
き

な
り
急
な
階
段
が
あ
り
心
配
し
ま

Vol.1低山トレッキング

▲大峰山山頂からの展望

し
た
が
、
す
ぐ
に
緩
や
か
に
な

り
、
５
分
程
で
一
つ
目
の
ポ
イ
ン

ト
、
津
屋
崎
鼻
灯
台
（
親
子
灯

台
）
に
到
着
（
写
真
②
）
。
外
洋

と
近
海
の
二
つ
の
ラ
イ
ト
が
あ
る

灯
台
は
、
珍
し
い
そ
う
で
す
。
少

し
先
に
あ
る
展
望
園
地
か
ら
は
、

相
島
や
水
平
線
を
一
望
で
き
ま

す
。
海
を
眺
め
な
が
ら
の
山
歩
き

は
と
て
も
気
持
ち
が
良
く
、
堀
出

さ
ん
も
「
低
山
は
、
鳥
の
声
や
季

節
の
花
な
ど
、
周
囲
の
自
然
を
楽

し
む
の
に
最
適
で
す
。
ま
た
、
登

る
た
び
に
表
情
を
変
え
る
自
然

は
、
見
て
い
て
飽
き
ま
せ
ん
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
展
望
園
地
か
ら
10
分
程
登
る
と

大
峰
山
の
山
頂
に
到
着
で
す
。
大

峰
山
自
然
公
園
付
近
に
は
、
東
郷

平
八
郎
を
祀
っ
た
東
郷
神
社
（
写

真
③
）
や
、
日
本
海
海
戦
紀
念
碑

（
写
真
④
）
と
い
っ
た
歴
史
の
足

跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
郷
神

社
に
は
、
英
語
の
お
み
く
じ
が
あ

り
ま
し
た
。
記
念
碑
の
あ
る
山
頂

か
ら
は
、
大
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
り

ま
す
。

　
大
峰
山
の
山
頂
を
下
り
、
こ
こ

か
ら
薬
師
岳
を
目
指
し
ま
す
。
山

道
が
続
き
、
足
場
が
不
安
定
な
場

所
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す

が
、
山
の
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら

の
ん
び
り
歩
き
ま
し
た
。

▲ボランティアガイドの堀出太一さん（左）と中野愼一さん（右）

あらじこのみいいもりかむり

ま
つ

歩きやすさ  ★ ★ ★ ☆ ☆
郷土・歴史  ★ ★ ★ ★ ☆
眺めの良さ  ★ ★ ★ ★ ★

歩きやすさ  ★ ★ ★ ☆ ☆
郷土・歴史  ★ ★ ★ ★ ☆
眺めの良さ  ★ ★ ★ ★ ★
［標高］大峰山114m、薬師岳108m
［距離］4.6km ［時間］150分
［標高］大峰山114m、薬師岳108m
［距離］4.6km ［時間］150分

大峰山
薬師岳
大峰山
薬師岳

Go!Go
　
福
津
市
に
は
、海
や
田
園
な
ど
の
豊
か
な
自
然
の
風
景
を
眺
め
る
こ
と
が
で

き
る
低
山
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。新
緑
が
鮮
や
か
な
今
月
は
、山
登
り
に
も
っ
て

こ
い
の
季
節
で
す
。そ
こ
で
、ト
レ
ッ
キ
ン
グ
特
集
を
組
み
ま
し
た
。ト
レ
ッ
キ
ン

グ
と
は
、歴
史
や
自
然
と
触
れ
合
い
な
が
ら
山
歩
き
を
す
る
こ
と
で
す
。第
１
弾

と
な
る
今
回
は
、山
頂
か
ら
玄
界
灘
を一望
で
き
る
大
峰
山
と
薬
師
岳
を
ご
紹
介

し
ま
す
。 の

ぼ
ろ
う

新
緑
の
大
峰
山
へ

さぁ

宮地岳・在自山

宮地岳側から登ると傾斜は緩く、写真の在
自山展望台からは、海岸線が一望できます。
歩きやすさ  ★ ★ ★ ★ ☆
郷土・歴史  ★ ★ ★ ★ ☆
眺めの良さ  ★ ★ ★ ★ ★
［標高］在自山249m、宮地岳182m
［距離］往復3km ［時間］往復90分

許斐山

四つの登山道があり、その複雑な地形か
ら、山城としての歴史が感じられます。
歩きやすさ  ★ ★ ★ ☆ ☆
郷土・歴史  ★ ★ ★ ★ ★
眺めの良さ  ★ ★ ★ ★ ☆
［標高］271m ［距離］往復2km
［時間］往復65分

飯盛山

大盛りのご飯のような形をしていて、春は桜
でピンクの帽子をかぶったように見えます。
歩きやすさ  ★ ★ ★ ★ ★
郷土・歴史  ★ ★ ☆ ☆ ☆
眺めの良さ  ★ ★ ★ ★ ☆
［標高］157m ［距離］往復0.6km
［時間］往復20分

冠山

登山道や山頂は地域の人が整備。山頂で
は美しい朝もやを見ることもできます。
歩きやすさ  ★ ★ ★ ☆ ☆
郷土・歴史  ★ ★ ★ ☆ ☆
眺めの良さ  ★ ★ ★ ☆ ☆
［標高］164m ［距離］往復0.8km
［時間］往復25分

整
備
さ
れ
た
遊
歩
道
が
あ
り
、気
軽
に
登
れ
る

福
津
の
低
山
を
紹
介
し
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
登
ろ
う  

福
津
の
低
山

　ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
有
酸
素

運
動
と
し
て
、
血
圧
や
血
糖

値
の
低
下
、
心
肺
機
能
の
向

上
な
ど
の
健
康
増
進
に
期
待
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
平
地
を
歩

く
よ
り
も
負
荷
が
掛
か
り
、
筋

肉
や
骨
を
丈
夫
に
す
る
効
果
も

期
待
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、自
然

の
中
で
体
を
動
か
す
こ
と
は
ス

ト
レ
ス
発
散
に
も
有
効
で
す
。

　た
だ
し
、
個
人
の
身
体
状
況

に
よ
っ
て
は
、
膝
や
腰
、
心
臓

な
ど
に
過
度
の
負
担
が
か
か
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
不
安
な
か

た
は
、
決
し
て
無
理
を
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

歩
く
の
は
、と
っ
て
も
体
に
良
い
で
す
ね

無
理
せ
ず
の
ん
び
り
し
た
気
持
ち
で

保健師に聞く

▲いきいき健康課保健師、河野佑軌
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こ
こ
を
抜
け
る
と
視
界
が
開
け
、

恋
の
浦
海
岸
を
見
下
ろ
せ
る
絶
景

が
広
が
り
ま
す
（
写
真
⑥
）
。
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
と
な
っ
て

人
気
に
な
っ
た
場
所
で
、
「
恋
人

岬
」
と
呼
ぶ
人
も
い
ま
す
。
こ
の

と
き
も
ご
夫
婦
が
海
を
眺
め
に
来

て
い
ま
し
た
。

　歩
道
を
さ
ら
に
進
む
と
、
最
後

の
ポ
イ
ン
ト
、
楯
崎
神
社
（
写
真

⑦
）
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
ひ

き
つ
け
病
除
け
の
神
様
と
言
わ

れ
、
弦
の
な
い
弓
を
納
め
る
習
わ

し
が
あ
る
そ
う
で
す
。
鳥
居
近
く

に
、
戦
艦
「
三
笠
」
の
砲
台
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　こ
こ
か
ら
県
道
を
通
っ
て
、
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
地

点
の
バ
ス
停
ま
で
戻
り
、
こ
の
日

の
登
山
は
終
了
。
の
ん
び
り
と
歩

き
な
が
ら
、
自
然
や
歴
史
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
、
二
つ
の
山
に
登

り
終
わ
っ
た
後
は
、
心
地
よ
い
疲

労
感
と
達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
。

中
野
さ
ん
は
、
「
山
頂
か
ら
見
る

景
色
は
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま

す
。
適
度
な
運
動
に
な
り
ま
す

し
、
行
く
先
々
に
は
史
跡
や
絶
景

ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
、
そ
こ
を
目
指

す
の
も
楽
し
み
方
の
一
つ
で
す

ね
。
皆
さ
ん
も
登
っ
て
み
て
は
ど

う
で
す
か
」
と
、
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。

▲薬師岳への登山道 ▲自然歩道入口▲楯崎神社

▲日本海海戦紀念碑

▲恋人岬から見える海

▲東郷神社

❸ ❷

❻ ❺

❶❹

❼

▲津屋崎鼻灯台

大
峰
山
遊
歩
道

恋の浦海岸

　渡半島西側の岬に挟まれた
砂浜。北の岩場では化石を観察
でき、県指定天然記念物に指定
されました。ＣＭ撮影も行われ
有名になりました。

お魚センターうみがめ

　津屋崎漁港で水揚げされた
新鮮な旬の魚介類を販売してい
ます。また、津屋崎漁港では、毎
週日曜日に朝市が行われていま
す。水曜日休館。

津屋崎千軒

　津屋崎は、江戸時代筑前でも
屈指の港町でした。千軒とは、大
きな集落を意味します。かつて栄
えた港町の面影を今に伝えるの
が、白壁土蔵造りの町並みです。

コ
ー
ス
に
隣
接
す
る
見
ど
こ
ろ
を
紹
介

ち
ょ
っ
と
寄
り
道  

史
跡
あ
れ
こ
れ

　大
峰
山
の
山
頂
に
は
、

戦
艦「
三
笠
」（「
高
千
穂
」と

の
話
も
あ
る
）
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た「
日
本
海
海
戦
紀

念
碑
」が
建
っ
て
い
ま
す
。

当
初
は
、
実
物
の
砲
台
も

設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、戦

後
、処
分
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。し
か
し
、「
何
か
少
し
で
も

歴
史
の
足
跡
を
残
し
た
い
」と

い
う
祖
父
・
安
部
正
弘
の
強
い

思
い
か
ら
、主
砲
の
一
部
が
埋

設
保
存
さ
れ
ま
し
た
。祖
父
の

生
き
た
あ
か
し
と
し
て
、今
も

境
内
で
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

ここが
ポイント

地
元
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

地
元
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

祖
父
の
遺
志
を
継
ぐ

▲東郷神社宮司
　川野萬里子さん

▲実物の砲台が設置されていたとき

観 光 ガ イド の
ご 案 内

　市内の自然や歴史のさまざまな魅力をご
案内します。美しい海や山、世界遺産登録を目
指す新原・奴山古墳群などの史跡めぐり、地
元住民との交流を含めた町歩きなど、たくさ
んの楽しみ方があります。知識豊富なガイド
の、分かりやすくおもしろい話には、ガイドブッ
クにはない新しい発見があるかもしれません。

◆受付時間　９：００～１７：００
　（１週間前までに要予約）
◆人　　数　２人以上から受付
◆料　　金　無料
◆問い合わせ　福津市観光協会
　☎0940・４２・９９８８

い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、

ど
な
た
で
も

市
内
の
ガ
イ
ド
な
ら

お
任
せ
く
だ
さ
い

▲観光ボランティアガイドの皆さん

〔登山口駐車場〕
〔 ト イ レ 〕
〔 西 鉄 バ ス 〕
〔福津ミニバス〕
〔 花 〕

大峰山データ

津屋崎ヨットハーバー横約80台
山頂近くの東郷神社横駐車場にあり
津屋崎橋下車。登山口まで徒歩約18分
千軒通り下車。登山口まで徒歩約22分
春は山頂周辺の桜が見事

MAP

❺

❻
❼

❹
❸

❷

❶

ドラマロケ地（恋人岬）

楯崎神社
薬師神社

薬師岳
玄海国定公園

大峰山
日本海戦記念碑

津屋崎
ヨットハーバー

登山道

津屋崎漁港

お魚センター
うみがめ

津屋崎橋

まちおこしセンター
なごみ

津屋崎
千軒古民家

藍の家
東郷神社

展望園地

津屋崎鼻灯台
（親子灯台）

津
屋
崎
干
潟

玄
界
灘

▲

▲ 西鉄バス
津屋崎橋バス停

ミニバス
千軒通りバス停
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